
結果 

2 GB を超える容量のファイルや 
SharePoint で対応していないフ
ァイル タイプを含め、企業内の既
存ファイルシェアに保管されたあら
ゆるコンテンツに対してアクセスを一
本化することができました。

従業員
コンテンツを移行することなく、エン
ド ユーザーによる SharePoint 
Online 活用を促進することがで
きました。

IT 管理者
一つに統合されたプラットフォー
ムを実現できたため、従業員
のコラボレーションが活性化し
ました。

組織

ステップ 1

課題

IT 管理者は、これらのコンテンツに対して SharePoint Online からアクセスすることを考えます。 
移行作業を行うと、膨大な時間と労力がかかるからです。

そこで、SaaS ソフトウェアのどきゅなび Online を導入し、移行することなくコンテンツの統合を目指
すことにします。 

ステップ 2

ステップ 3

SharePoint Online へのアップグレードに伴い、各地域オフィスに散在するサーバーを一か所に
まとめようと考えていますが、ローカルのファイルシェア内には大量のコンテンツが残っています。  

IT 管理者は CSV ファイルを作成し、このファイル上で作成者や部署、コンテンツ タイプなどのメタデ
ータを編集して、同期対象となる既存レポジトリに追加します。

その後、どきゅなび Online を活用してすべてのオフィスのファイルシェア ライブラリを同期し、
SharePoint Online 上にコンテンツを表示します。これで、どきゅなびのインターフェイスからあらゆる
既存ファイルシェアへとアクセスできるようになると同時に、メタデータを最大限に活用することが可能に
なります。  

IT 管理者は、インストール作業の必要もなくどきゅなび Online にサインアップすることができました。
 
既存ストレージへのリンクを生成して、コンテンツを SharePoint Online へと接続していきます。 

シナリオ: どきゅなび Online を使用したファイルシェアと 
            SharePoint Online との統合

どきゅなび Online
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